
7.15

2025
№133

特集　ハラスメント疑惑調査特別委員会…

第２回定例会……………………………

第３セクターの経営状況報告…………

５人の議員が町政をただす……………

わたしたちのすっだいこと！…………

  2頁

  4

  7
　　
10

16

※上記二次元コードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

　６月７日（土）西川中学校吹奏楽
部第１７回定期演奏会のひとコマ
です。コンクール出場曲・アンサ
ンブル演奏曲１０曲を披露いたし
ました。
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　令和7年第１回定例会の一般質問において、早期退職者が増えている現状と職
場内でのパワーハラスメントの有無について質問がありました。
　４月1日に早期退職者の元職員が菅野町長に「襟元をつかまれて町長室に連れ
込まれ、誓約書に署名を求められた」として、山形地方法務局に人権救済の申し
立てがあったとの新聞報道がありました。4月25日の令和7年第２回臨時会で、
町の発展・職員の働きやすい環境を構築するために、ハラスメントの有無や実態
を明らかにするハラスメント疑惑調査特別委員会を設置しました。また、「西川
町職員のハラスメント防止等に関する条例」を可決し、町は第三者委員会を設置
しました。

ハハラスメント疑惑調査ラスメント疑惑調査
特別委員会特別委員会

特 集

　地方自治法109条第１項および西川町議会委員会条例第５条の規定により、ハラス
メント疑惑調査特別委員会を設置して、地方自治法100条第１項の規定によりハラス
メント疑惑に関する調査を行うものです。

　地方自治法第138条の4第3項に基づき、第三者委員会を設置できる。西川町は、
県弁護士会へ相談して、弁護士３人を委員とする第三者調査委員会を設置し、調査依
頼するものです。

特別調査委員会（100条委員会）とは特別調査委員会（100条委員会）とは

第三者委員会とは第三者委員会とは

 (西川町議会で設置)

 (西川町で設置)

ハラスメント疑惑調査特別委員会に対する町民からのご意見は、
下記の議会事務局メールで承ります。

gij i@town.nishikawa.yamagata.jp
連絡先

4 月 15 日　　山形県町村議会議長会事務局にて特別委員会について勉強会
4 月 18 日　　議員懇談会…特別委員会設置について協議
4 月 21 日　　議員懇談会…特別委員会設置について協議
4 月 25 日　��　ハラスメント疑惑調査特別委員会を臨時議会で可決
　　〃　　　��　第１回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　　（正副委員長を互選）
4 月 30 日　　議員懇談会…調査事項、内容、予算の協議
5 月 14 日　　第２回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　　（�100 条調査権の概要・委員会の運営及び今後の進め方・アンケート

検討委員を選任…佐藤 ( 光 )、佐藤 ( 仁 )、飯野）
5 月 27 日　　アンケート内容検討会
6 月  4 日　　第３回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　　（��100 条調査権の概要・委員会運営要領・弁護士の選任・アンケート

内容を協議）
6 月 13 日　　第2回定例会…ハラスメント疑惑調査特別委員会補正予算（30万円）可決
6 月 23 日　　議員懇談会…アンケート印刷、宛名記入作業・各課にアンケート依頼

　西川町議会として初めての取り組みとなりますが、特別委員会委員と協力して町職員の
働きやすい環境を構築するために、アンケートによる実態を調査します。スピード感をも
って行い、来年2月ごろまでには取りまとめしたいと思います。

委員長あいさつ

・委員長　佐藤　耕二　　・副委員長　大泉　奈美
・委　員　古澤　俊一　　・委　員　佐藤　光康　　・委　員　佐藤　　仁　
・委　員　荒木　俊夫　　・委　員　飯野　幹夫　　・委　員　佐藤　　大

1. 町長及び職員のハラスメント疑惑に関する事項
2. 町長及び職員の不当要求に関する事項

職員(会計年度任用職員・議員含む)へのアンケート実施による
実態を調査します。

調 査
事 項

調 査
方 法

経 過

特別委員会委員



5 4西川町議会だより 第133号　

◎
路
線
バ
ス

路
線
バ
ス
の
入
れ
替
え
に

前
と
同
じ
29
人
乗
り
の
バ

ス
を
購
入
し
た
の
は
な
ぜ
で
す

か
。

令
和
４
年
３
月
に
策
定
し

た
西
川
町
地
域
公
共
計
画

に
基
づ
い
て
、
車
両
の
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

幹
線
の
４
路
線
は
同
じ
型
の

車
両
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
ん
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
定

時
定
路
線
に
つ
い
て
は
乗
れ
な

い
乗
客
の
方
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
た
め
、
29
人
乗
り
の
バ
ス

が
必
要
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

◎
災
害
時
備
蓄
品
運
搬
車
両

運
搬
車
両
は
平
時
に
は
ス

テ
ー
ジ
代
わ
り
に
使
え
る

の
で
、
好
条
件
で
有
効
に
使
え

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
だ
け

ま
す
か
。

車
両
の
概
要
は
２
ト
ン
ロ

ン
グ
の
ウ
イ
ン
グ
ボ
デ
ィ

低
床
４
Ｗ
Ｄ
の
ト
ラ
ッ
ク
で
後

部
格
納
式
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
付
き

で
す
。
音
響
機
器
も
装
備
し
ま

す
。

　

国
の
交
付
金
を
受
け
て
防
災

訓
練
な
ど
で
は
訓
練
資
材
の
運

搬
や
、
有
事
の
際
は
備
蓄
品
の

運
搬
に
使
用
し
ま
す
。

　

平
時
に
は
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

や
地
域
の
行
事
な
ど
、
幅
広
い

事
業
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
事
業

観
光
庁
の
「
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
未
然
防
止

抑
制
に
よ
る
持
続
可
能
な
観
光

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
町
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で

す
か
。観

光
庁
の
地
域
密
着
型
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

未
然
防
止
に
係
る
事
業
計
画
を

立
て
採
択
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

観
光
地
で
の
渋
滞
の
規
制
緩

和
対
策
事
業
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
観
光
地
か
ら
分
散
さ

せ
る
事
業
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
対
す
る
計
画
を
立
て
混

雑
状
況
を
A
I
な
ど
も
用
い
て

可
視
化
し
分
析
す
る
事
業
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
で
一
番
混
み
合
う
月
山
ス

キ
ー
場
、
月
山
登
山
エ
リ
ア
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
、

公
有
財
産

せ
せ
ら
ぎ
団
地
の
土
地
購

入
者
か
ら
の
返
還
に
つ
い

て
の
内
容
は
何
で
す
か
。

現
在
の
土
地
所
有
者
が
平

成
16
年
に
西
川
町
せ
せ
ら

ぎ
団
地
分
譲
宅
地
と
し
て
購
入

し
た
住
宅
地
で
す
。

　

土
地
所
有
者
よ
り
「
土
地
を

購
入
し
た
も
の
の
建
物
を
建
築

す
る
予
定
が
な
く
買
い
戻
し
て

も
ら
え
な
い
か
」
と
以
前
か
ら

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
町
と
し

て
は
新
た
な
提
案
型
住
宅
用
地

が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
当

該
用
地
が
立
地
条
件
が
良
好
で

あ
っ
た
た
め
、
今
回
買
い
戻
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
月
山
湖
エ
リ
ア
や
大

井
沢
エ
リ
ア
な
ど
に
分
散
さ
せ

る
対
策
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。

第
三
者
委
員
会

第
三
者
委
員
会
の
委
員
報

酬
や
旅
費
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
の
調
査
費
用
は
盛
り
込
ん
で

い
な
い
の
で
す
か
。

　

ま
た
第
三
者
相
談
窓
口
（
外

部
相
談
窓
口
）
設
置
の
予
算
は

な
い
の
で
す
か
。

調
査
費
用
は
第
三
者
調
査

委
員
が
決
ま
っ
て
か
ら
調

査
方
法
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方

が
わ
か
る
の
で
、今
の
と
こ
ろ
費

用
は
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

　

第
三
者
相
談
窓
口
は
ど
の
よ

う
な
設
置
方
法
が
良
い
の
か
検

討
中
で
す
の
で
、ま
と
ま
り
ま
し

た
ら
説
明
を
行
い
必
要
な
経
費

に
つ
い
て
は
補
正
予
算
で
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

◎
ス
ク
ー
ル
バ
ス

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
路
線
バ

ス
は
何
台
所
有
し
て
い
る

の
で
す
か
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
10
台
で

内
訳
は
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ

ー
型
１
台
、
46
人
乗
り
１
台
、

29
人
乗
り
８
台
で
す
。

　

路
線
バ
ス
は
10
台
で
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ク
シ
ー
型
１
台
、
29
人
乗

り
９
台
で
す
。

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
一
般
議
案
４
件
、
条
例
案

１
件
、
会
計
補
正
予
算
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
９
日（
月
）
に
５
人
の
議
員
が
８
件
に
つ
い
て
行

い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
け
る
主
な
議
案
の
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
議
案
に
関
す
る
質
疑
の
内
容
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

答

こ
こ
に
注
目

問

問

問答

答

令和7年
第 2 回
定 例 会

問答

▲

路
線
バ
ス

▲

ス
ク
ー
ル
バ
ス

▲

公
有
財
産
購
入

▲にぎわう姥沢駐車場

進むべき進むべき
町の道すじは町の道すじは

登
録
文
化
財
条
例
改
正

町
の
所
有
で
な
い
指
定
文

化
財
に
は
、
保
存
・
保
管

の
た
め
に
補
助
等
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
登
録
文
化
財
に
も
行

う
の
で
す
か
。

西
川
町
文
化
財
保
護
条
例

に
そ
っ
た
支
援
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
支
援
の
方
法
は
今

後
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

※�　

登
録
文
化
財
に
つ
い
て
町

か
ら
は
「
西
川
町
は
古
く
か

ら
三
山
信
仰
に
よ
り
栄
え
、

無
形
・
有
形
文
化
財
が
残
る

も
の
の
、
指
定
前
に
保
全
す

べ
き
段
階
の
文
化
財
と
し
て
、

個
人
が
所
有
し
、
永
く
継
承

さ
れ
て
き
た
工
芸
品
等
を
登

録
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
価

値
あ
る
文
化
財
を
適
切
に
保

存
管
理
・
伝
承
し
て
い
き
た

い
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問

問

答

答

答 問

財
産
の
購
入
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議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額

議第 40 号 一般会計 ( 第 1 号 )

・�ハラスメント疑惑に関する調査特
別委員会経費　　　　　30 万円
・第三者調査委員設置経費

  1491万円
・モビリティ人材育成事業　　　　　
　　　　　　　　　　1410万円
・農作物等災害対策事業費補助金

　　64万円
・�オーバーツーリズムの未然防止抑制
による持続可能な観光推進事業
　　　　　　　　　　3610万円
・��海味のせせらぎ団地契約解除に伴う
代金の返還による公有財産購入費

474 万円
・西川小学校施設修繕工事

　　　627万円

8,858万円 90 億8,858 万円

議案番号 件　名 議案の主な内容

議第 35 号 令和7年度6災 2506 号町道太郎若山線
道路災害復旧工事請負契約の締結

令和7年度6災 2506 号町道太郎若山線道路災
害復旧工事について、7447 万円で請負契約を締
結する。

議第 36 号 財産（路線バス車両）の購入 路線バス１台を1474 万円購入する。

議第 37 号 財産（スクールバス車両）の購入 スクールバス１台を1435 万 5 千円で購入する。

議第 38 号 財産 (災害時備蓄品運搬車両 )の購入 災害時備蓄品運搬車両１台を1300万円で購入する。

議第 39 号議第 39 号 西川町文化財保護条例の一部を改正する西川町文化財保護条例の一部を改正する
条例の制定条例の制定 西川町文化財保護条例を改正する。西川町文化財保護条例を改正する。

報告第 3 号 第19 期株式会社米月山の経営状況の報告第19 期株式会社米月山の経営状況の報告 ※詳細は次のページをご覧ください。※詳細は次のページをご覧ください。

報告第 4 号 第34期西川町総合開発株式会社の経営第34期西川町総合開発株式会社の経営
状況の報告状況の報告 ※詳細は次のページをご覧ください。※詳細は次のページをご覧ください。

報告第 5 号 令和6年度西川町一般会計繰越明許費繰越令和6年度西川町一般会計繰越明許費繰越
計算書の報告計算書の報告

令和6年度物価高騰支援給付金、保健センター
維持管理事業、物価高騰対策事業、社会資本整
備総合交付金事業、町道改良事業、道路メンテ
ナンス事業及び公共土木施設災害復旧事業の１億
9944 万円を翌年度に繰り越す。

報告第 6 号 令和6年度西川町一般会計事故繰越し繰令和6年度西川町一般会計事故繰越し繰
越計算書の報告越計算書の報告

避けがたい事故のため令和 6 年度小学校施設整
備費及び林道災害復旧事業の1622 万円を翌年度
に繰り越す。

（万円単位表示にするため万円以下の端数を調整）

【令和7年度各会計補正予算】

【条例案等】

令和７年第２回定例会に提出された主な議案

  財政状態の概況
資　本　金　

総　資　産

負　　　債

純資産合計

利益剰余金

  財政状態の概況
資　本　金　

総　資　産

負　　　債

純資産合計

利益剰余金

7500万円
（町持株65%）
2億205万円

（前期比　＋4350万円）
7850万円

（前期比　＋2323万円）
1億2355万円

（前期比   ＋2027万円）
3960万円

2000万円
（町持株50%）

4873万円
（前期比　＋1013万円）

1723万円
（前期比 　＋728万円）

3150万円
（前期比 　＋285万円）

1150万円

  経営成績の概況
売　上　高

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

  経営成績の概況
売　上　高

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

6億434万円
（前期比＋1億4985万円）

2586万円
（前期比　＋2168万円）

2935万円
（前期比　＋1954万円）

2026万円
（前期比　＋1131万円）

1億1686万円
（前期比  ＋4658万円）

△495万円
（前期比    △120万円）

387万円
（前期比   　 △5万円）

284万円
（前期比　　 △5万円）

第
34
期 

西
川
町
総
合
開
発
株
式
会
社

報
告
の
概
要

　

県
内
経
済
状
況
は
穏
や
か
に
持

ち
直
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
と

こ
ろ
弱
含
み
の
動
き
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
当
社
に
お
き
ま
し
て
も
、

物
価
上
昇
に
伴
う
消
費
行
動
の
変

化
や
原
材
料
費
・
物
流
費
・
光
熱

費
・
人
件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
上
昇

の
影
響
を
受
け
厳
し
い
経
営
環
境

が
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
町
内
の
雇
用
確
保

を
意
識
し
た
営
業
を
行
い
、
新
た

に
４
名
の
職
員
を
採
用
し
た
ほ
か
、

地
元
高
校
生
な
ど
季
節
ア
ル
バ
イ

ト
雇
用
を
確
保
し
つ
つ
、
新
た
な

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
当
期
売
上
６
億
４

３
４
万
円
、
経
常
利
益
２
９
３
５

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
総
資
産
は

２
億
２
０
５
万
円
、
負
債
は
７
８

５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
純
資

産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
億
２
３

５
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
か
ら
ひ
と
こ
と

　

銘
水
館
売
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、

水
沢
温
泉
館
の
来
客
数
の
増
加
や

地
ビ
ー
ル
の
売
上
増
、
そ
し
て
地

域
課
題
解
決
事
業
な
ど
に
よ
り
８

期
連
続
で
の
黒
字
決
算
を
評
価
し

ま
す
。
今
後
も
地
域
商
社
と
し
て

経
営
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

２社とも物価高騰のなか黒字決算
第２回定例会で説明を受けた第３セクター２社の経営状況報告の内容を紹介します。

第
19
期
　株
式
会
社
米
月
山

報
告
の
概
要

　

令
和
６
年
産
米
の
山
形
県
の
作

況
指
数
は
、
大
雨
被
害
を
受
け
た

地
域
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
９９
～

１
０
１
の
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。

　

当
期
の
取
扱
い
実
績
は
、玄
米
・

精
米
数
量
で
６
０
８
ｔ（
前
年
対
比

１
０
６
％
）、金
額
で
１
億
１
６
８
６

万
円（
前
年
対
比
１
６
６
％
）と
、取

扱
数
量
、金
額
と
も
前
年
を
大
幅

に
上
回
り
ま
し
た
。

　

主
た
る
取
扱
い
事
業
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
つい
て
は
、１
市
４
町
の
精
米

実
績
が
６
４
５
９
俵（
前
年
対
比
７９

％
）と
昨
年
度
を
大
幅
に
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
が
、西
川
町
は

２
４
３
７
俵
と
前
年
比
１
６
５
％
の

大
幅
増
量
と
な
り
ま
し
た
。発
芽

胚
芽
米
関
係
商
品
に
つ
い
て
は
、取

扱
数
量
で
１６
ｔ
３６
㎏
、売
上
金
額

６
６
０
万
円
と
前
年
を
下
回
る
実

績
で
し
た
。

　

以
上
の
と
お
り
事
業
展
開
し
た

結
果
、
経
常
利
益
は
３
８
７
万
円

の
黒
字
と
な
り
、
当
期
純
利
益
は

２
８
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
か
ら
ひ
と
こ
と

　

創
業
以
来
初
の
売
上
高
１
億
円

を
達
成
し
、
５
年
連
続
の
黒
字
決

算
を
評
価
し
ま
す
。
発
芽
胚
芽
米

部
門
の
検
討
を
行
い
、
今
後
も
安

定
し
た
経
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（万円単位表示にするため万円以下の端数を調整）

ここに注目 !
P4 参照

ここに注目 !
P5 参照

ここに注目 !
P5 参照

ここに注目 !
P4 参照

ここに注目 !
P5 参照
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議案番号 件　名 議案の主な内容

議第 31号 第7次西川町総合計画の変更
第 7次西川町総合計画（基本構想及び基本計画）
を「地方創生 2.0 の基本的な考え方（令和6年 12
月24日）」を勘案し策定のうえ変更する。

議第 32 号 西川町ブレジャー対応型施設の指定管
理者の指定

西川町ブレジャー対応型施設の指定管理を「有限
会社マルニシサトー」に令和 7年 5月10日から令
和 12 年 3月31日まで指定する。

議第 33 号 財産（自走式トイレカー )の購入
軽自動車タイプの「自走式トイレカー2台」を
21,873,466 円で購入。災害時はもちろん各イベン
ト等にも使用できるよう検討する。

議第 34 号 刑法等の一部を改正する法律施行に伴
う関係条例の整理に関する条例の設定

刑法等の一部を改正する法律及び刑法等の一部を
改正する法律の施行に伴う関係法律の整理に関す
る法律の施行に伴い、既定の整備を図る。

発議第 5 号 西川町議会の個人情報の保護に関する
条例の一部を改正する条例の制定

刑法等の一部を改正する法律及び刑法等の一部を
改正する法律の施行に伴う関係法律の整理に関す
る法律の施行に伴い、既定の整備を図る。

【条例案等】

令和７年第３回臨時会に提出された主な議案等

　令和７年第３回臨時会が５月９日に開催されました。副議長の選挙
が行われ、佐藤耕二議員が当選されました。また、議会運営委員会や
各常任委員会の委員を選出し、議会の新たな構成が決まりました。議
案としては、第７次西川町総合計画の変更、ブレジャー対応型施設の
指定管理者の指定、財産(自走式トイレカー)の購入、刑法等の一部を
改正する法律施行に伴う関係条例の整理に関する条例の設定や発議と
して、西川町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条
例の制定について審議し、すべて全員賛成で可決しました。

令和7年
第 3 回
臨 時 会

議案番号 件　名 議案の主な内容

承認第 2 号 令和 6年度西川町国民健康保険特別
会計補正予算 (第５号 )の専決処分

令和６年度交付金に返納金が生じたため、組替え
を行う。

承認第 3 号 西川町町税条例の一部を改正する条例
の制定についての専決処分

地方税法及び行政手続きにおける特定の個人を識
別するための番号を利用等に関する法律等の一部
改正に伴い所用の改正を行う。

承認第 4 号
西川町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定についての専決処
分の承認

国民健康法施行令の一部改正に伴い基礎課税額
医療分の課税上限、後期高齢者支援金分の課税
上限の改正を行う。

議第 29 号 西川町職員のハラスメント防止等に関
する条例の設定

職場におけるハラスメントの防止及び排除並びにハ
ラスメントに起因する問題に適正に対応するため条
例を設定する。

議第 30 号 西川町歴史文化観光施設条例の一部
を改正する条例の制定 西川町月山カヌーセンターを設置する。

発議第 3 号 ハラスメント疑惑調査特別委員会の設
置に関する決議

ハラスメント疑惑に関する調査を行うため、特別委
員会を設置する。

発議第 4 号 ハラスメント疑惑調査に関する決議 ハラスメント疑惑に関する調査内容を決議する。

報告第１号 令和６年度西川町水道事業会計予算繰
越計算書の報告

石倉地内排水管布設替え工事などの工事の年度内
完成が困難になり、翌年度に事業を繰り越す。

報告第 2 号 令和６年度西川町公共下水道事業会計
予算繰越計算書の報告

公共下水道マンホール蓋更新工事の年度内完成が
困難になり、翌年度に事業を繰り越す。

【条例案等】

令和７年第２回臨時会に提出された主な議案等

　令和７年第２回臨時会が４月２５日に開催されました。専決処分の

承認や議案は、西川町職員のハラスメント防止等に関する条例の設定、

西川町歴史文化観光施設条例の一部を改正する条例の制定、発議とし

てハラスメント疑惑調査特別委員会の設置とハラスメント疑惑調査に

関する決議について審議し、すべて全員賛成で可決しました。

　また、令和6年度西川町水道事業会計と公共下水道事業会計の予算

繰越計算書の報告も行われました。

令和7年
第 2 回
臨 時 会

◇議員の辞職について
　後藤一夫議員から、4月18日付けで議会議員を辞職したい旨の願いが議長あてに出されました
ので、許可いたしました。

▲水沢にオープンしたブレジャー施設（にしかわ悠々館）▲トイレカーイメージ

第2回臨時会　議長報告第2回臨時会　議長報告
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５
人
の
一
般
質
問

５
人
の
一
般
質
問

１番　佐
さ と う

藤　大
だい

 議員

５番　佐
さ と う

藤　仁
ひとし

 議員

新
た
な
観
光
資
源
は

西
間
沢
・
宝
沢
町
内
の
流
雪
溝
工
事
は

国
道
側
ト
イ
レ
棟
修
繕

和
式
か
ら
洋
式
便
器

に
改
修
し
て
ほ
し
い

な
ど
何
点
か
要
望
が
あ
り

ま
し
た
が
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。

便
器
・
手
摺
・
電

灯
は
七
月
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
な
ど
各
種
大
会

で
使
用
出
来
る
様
に
発
注

済
み
で
、
入
口
戸
や
屋
根

防
水
等
の
工
事
は
、
交
付

金
を
活
用
し
、
年
度
内
に

計
画
的
に
執
行
し
て
い
き

ま
す
。

三
山
電
車
修
復
車
両

修
復
さ
れ
た
三
山
電

車
を
観
光
資
源
と
し

て
活
用
し
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
で
す
か
。

観
光
資
源
と
し
た
方

が
国
の
交
付
金
を
得

て
利
活
用
で
き
る
と
考
え

ま
す
。観

光
資
源
と
し
て
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
か
。

車
両
の
所
有
者・保
存

会
・
ま
な
ぶ
課
・
観
光

工
事
の
概
要

流
雪
溝
工
事
の
概
要

と
、
今
年
度
の
事
業

内
容
を
お
聞
き
し
ま
す
。

宝
沢
川
か
ら
取
水
し

総
延
長
は
約
４
０
０

ｍ
で
数
千
万
円
を
要
す
る

大
規
模
事
業
で
す
。
今
年

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

こ
こ
数
年
は
利
用
者

も
な
く
、
施
設
の
損

傷
も
あ
り
ま
す
。
今
後
の

方
向
性
を
お
聞
き
し
ま
す
。

つ
な
が
る
く
ん
で
行

っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
９３
％
の
方
が
利
用
し

な
い
と
い
う
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、

廃
止
の
方
向
で
条
例
等
の

改
正
を
行
い
ま
す
。

公
園
全
体
の
今
後

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想

は
あ
り
ま
す
か
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
ま

で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

駐
車
場
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
の
整
備
な
ど
公
園
の
一

部
を
観
光
地
化
す
る
準
備

を
今
後
進
め
て
い
き
ま
す
。

課
と
話
し
合
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

ア
ー
ト
作
品

睦
合
公
園
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
作
製
の
経
緯

を
お
聞
き
し
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル・シ
ェ
ー
パ
ー

ズ・コ
ミ
ュニ
テ
ィ
東
京
ハ

ブ
が
町
民
と
対
話
会
を
行

い
、町
制
施
行
70
周
年
の
記

念
シ
ン
ボ
ル
ア
ー
ト
を
町
へ

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
園
を
観
光
地
に
す
る
こ

と
で
国
か
ら
の
資
金
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

度
は
一
千
万
円
で
測
量
・

設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
お
聞
き
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
は
下
流

か
ら
工
事
を
行
い
、

令
和
９
年
度
の
降
雪
期
前

に
完
成
し
ま
す
。

問

問問

問問

問問

答

答答

答答

答答

睦
合
公
園
の
維
持
・
管
理

　
　
　
　
　
及
び
今
後
の
方
向
性
は

質問事項（発言順）

一般質問
佐藤　　大　議員…………………………………P11

１　新たな観光資源について

２　西間沢・宝沢町内の流雪溝工事について

佐藤　　仁　議員…………………………………P11

１　睦合公園の維持・管理及び今後の方向性について

飯野　幹夫　議員…………………………………P12

１　将来に向けた医療体制の考えについて

２　�「月山の恵み」の商標登録・急速充電器入れ替え

の進捗確認について

佐藤　光康　議員…………………………………P12

１　�「ファンから移住へ！西川みんなのみらい創造協

議会」について

２　株式会社 CASE 倒産の町への影響について

佐藤　耕二　議員…………………………………P13

１　寒河江ダム周辺の整備について

５
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ

の
課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考

え
方
や
疑
問
を
た
だ
す
の
が

一
般
質
問
で
す
。

　

今
回
の
第
２
回
定
例
会
で

は
5
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま

し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

※�第２回定例会の傍聴者は延べ19人、議会中継でご覧いただいた皆さん、あり
がとうございました！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問答

▲改修が行われるトイレ
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５
人
の
一
般
質
問

５
人
の
一
般
質
問

で
６
３
０
７
万
円
、
高
齢

者
世
帯
等
除
雪
支
援
整
備

事
業
７
９
３
万
円
で
す
。

負
担
金
は
国
の
ど
ん

な
交
付
金
を
つ
か
っ

て
い
ま
す
か
。

関
係
人
口
の
参
加
が

見
込
め
な
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
の

事
業
に
そ
っ
た
活
動
が
困

難
と
な
り
、
町
の
単
独
事

業
と
し
ま
し
た
。

月
２
日
に
東
京
地
方
裁
判

所
よ
り
届
い
て
い
ま
す
。

町
は
令
和
４
年
度
、
５

年
度
に
C
A
S
E
に

い
く
ら
支
払
い
ま
し
た
か
。

令
和
４
年
度
は
３
０

５
７
万
円
、令
和
５
年

度
は
４
２
０
６
万
円
で
す
。議会傍聴のご案内 ―次期定例会は９月です。（９月３日からの予定）

議
会
全
員
協
議
会

■
４
月
22
日　

西
川
町
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
関
す
る
条
例
ほ
か

■
４
月
25
日　

西
川
町
第
７
次
総
合
計
画
の
改
訂
ほ
か

■
６
月
６
日　

第
３
セ
ク
タ
ー
の
経
営
状
況
ほ
か

議
会
運
営
委
員
会

■
４
月
14
日　

議
会
映
像
配
信
関
係

■
４
月
22
日　

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
の
運
営

■
４
月
25
日　

令
和
７
年
第
３
回
臨
時
会
の
運
営

■
５
月
30
日　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
の
運
営

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
６
月
12
日　

行
政
評
価
項
目
検
討
な
ど

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
６
月
12
日　

行
政
評
価
項
目
検
討
な
ど

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
６
月
12
日　

議
会
だ
よ
り
１
３
３
号
の
編
集
会
議

■
６
月
17
日　

入
稿
前
編
集
会
議

■
６
月
20
日　

第
１
回
校
正

■
６
月
25
日　

第
２
回
校
正

■
７
月
１
日　

第
３
回
校
正

■
７
月
７
日　

第
４
回
校
正
、校
了

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
疑
惑
調
査
特
別
委
員
会

■
４
月
25
日　

正
副
委
員
長
の
互
選

■
５
月
14
日　

委
員
会
の
運
営
及
び
今
後
の
進
め
方

■
６
月
4
日　

委
員
会
運
営
要
領（
案
）ほ
か

　
※
詳
細
は
特
集
P
2

・P
3
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議議
会会
のの
動動
きき

新
県
立
病
院
参
画

県
立
河
北
病
院
・
寒

河
江
市
立
病
院
の
統

合
再
編
に
対
し
て
町
は
ど

の
よ
う
な
考
え
で
参
画
す

る
予
定
で
す
か
。

町
立
病
院
存
続
や
メ

リ
ッ
ト
、
関
わ
り
方

が
示
さ
れ
て
な
く
、
不
透

明
で
現
時
点
で
は
参
画
を

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

町
か
ら
の
負
担
金

令
和
６
年
度
西
川
み

ん
な
の
み
ら
い
創
造

協
議
会
に
対
す
る
町
の
負

担
金
は
い
く
ら
で
す
か
。

令
和
６
年
度
予
算
で

町
か
ら
西
川
み
ん
な

の
み
ら
い
創
造
協
議
会
に

支
出
し
た
負
担
金
総
額
は

７
１
０
０
万
円
で
す
。

　

内
訳
は
デ
ジ
タ
ル
リ
テ

ラ
シ
ー
の
向
上
と
中
山
間

地
域
の
通
信
環
境
整
備
事

業
負
担
金
な
ど
D
X
関
連

㈱
C
A
S
E
の
現
状

町
が
包
括
協
定
を
解

消
し
た
株
式
会
社
C

A
S
E
は
現
在
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

５
月
２８
日
に
C
A
S

E
の
破
産
手
続
き
を

開
始
し
た
旨
の
通
知
が
６

ダ
ム
湖
畔
で
の
営
業
活
動

6
年
前
に
推
進
し
た

河
川
空
間
の
オ
ー
プ

ン
化
に
よ
り
、
ダ
ム
湖
畔

で
営
業
活
動
が
で
き
る
よ

う
「
都
市
・
地
域
再
生
等

利
用
区
域
」
の
指
定
を
目

指
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

社
会
実
験
を
行
い
、

結
果
を
分
析
す
る
た

め
に
、
推
進
会
議
を
再
開

し
て
い
き
ま
す
。

水
の
文
化
館

今
後
は
ど
の
よ
う
な

利
活
用
を
考
え
て
い

き
ま
す
か
。

現
在
安
定
し
た
施
設

内
の
水
道
水
を
確
保

で
き
ま
せ
ん
。
最
上
川
ダ

ム
統
管
事
務
所
か
ら
分
水

が
可
能
か
水
量
調
査
中
で

す
。
そ
れ
か
ら
利
活
用
を

考
え
ま
す
。

進
捗
状
況

「
月
山
の
め
ぐ
み
」

を
商
標
登
録
し
て
、

町
の
生
産
物
の
商
品
価
値

ア
ッ
プ
を
提
案
し
て
い
ま

す
が
、
進
捗
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

医
師
の
確
保

町
立
病
院
維
持
の
た

め
、
医
師
及
び
医
療

ス
タ
ッ
フ
確
保
に
向
け
た

具
体
策
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
ま
す
か
。

県
立
中
央
病
院
や
山

大
病
院
か
ら
の
医
師

派
遣
依
頼
要
望
を
、
町
立

病
院
長
と
い
っ
し
ょ
に
定

期
的
に
継
続
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

案
内
看
板

噴
水
日
本
一
や
カ
ヌ

ー
セ
ン
タ
ー
の
看
板
、

ま
た
庄
内
側
に
町
の
案
内

看
板
を
設
置
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

噴
水
の
看
板
は
県
条

例
に
よ
り
難
し
い
で

す
が
、
カ
ヌ
ー
セ
ン
タ
ー

の
看
板
は
時
期
を
み
て
設

置
し
ま
す
。
町
の
案
内
看

板
は
道
の
駅
に
設
置
予
定

の
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
に
て
交
通

量
を
調
査
し
て
考
慮
し
ま

す
。

登
録
す
る
た
め
の
資

金
は
新
地
方
創
生
交

付
金
で
獲
得
で
き
ま
し
た
。

専
門
家
に
も
相
談
し
て
年

明
け
以
降
の
登
録
を
進
め

ま
す
。
登
録
後
の
利
用
規

約
も
並
行
し
て
考
え
ま
す
。

問

問問

問問 問

問

問問

問

答

答答

答答 「
月
山
の
め
ぐ
み
」

　
　
　
　
　
商
標
登
録
の
進
捗
は

将
来
に
向
け
た
医
療
体
制
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
は

フ
ァ
ン
か
ら
移
住
へ
！

西
川
み
ん
な
の
み
ら
い
創
造
協
議
会
は

寒
河
江
ダ
ム
周
辺
の

　
　
　
　
　
　
　整
備
は

6番　佐
さ と う

藤　光
みつやす

康 議員

8番　佐
さ と う

藤　耕
こ う じ

二 議員 2番　飯
い い の

野　幹
み き お

夫 議員

㈱
C
A
S
E
倒
産
の
町
へ
の
影
響
は

答

答答

答 答▲

月
山
湖 

日
本
一
の
大
噴
水
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常 任 委 員 会 と は常 任 委 員 会 と は

調査権と審査権調査権と審査権

総務厚生及び産業建設常任委員会総務厚生及び産業建設常任委員会

広報公聴常任委員会広報公聴常任委員会

　議会の権能強化と行政の複雑化、専門化に対応するために、合理的かつ能率的な審査や調査をす
るために設けられる委員会です。委員会では、自由な発言ができ、それだけ審査や調査が気軽に徹底
してできることとなります。
　議員は、少なくともひとつの常任委員会に所属することと規定されています。

・�前年度の町事業から数事業選定し、事務事業評価を行ます。今後の運営に活かしていただ
きます。
・町で管理運営を行っている施設の現地視察を行い、今後の議会活動に活かしていきます。
・�事務事業評価をもとに政策提言を行います。

・�議会だよりは、レイアウト・写真の掲載・わかりやすい内容に注意し、年４回発行します。
　※議会だよりは、議会のホームページでご覧いただけます。
　・「町民と議員の対話の集い」を開催し、町民の皆様と意見交換を行う場とします。
　（令和5年度は社会福祉協議会、令和6年度は農業委員会との対話会を行いました。） 

○調査権
　　�　調査とは、「調査事項の実態を把握し、分析し検討して問題点をとらえ、それらの問題点を改善し改革す

るにはどのような措置を講ずればよいか、採るべき対策なり政策を究明して結論を出すこと」であり、単なる

実態や実状を確認するだけでなく、問題点に対する改善策と対応策を結論づけることが目的です。

　①所管事務の調査
　　��　常任委員会に与えられた固有の権限であり、委員会独自の判断で自主的に行うことができます。

　②議会からの付託による地方自治法第100条に基づく調査
　　�　議会が100条調査を行う場合、通常は委員会に付託して行うこととなります。その場合は、選挙人その他
関係人の出頭及び証言並びに記録の提出など強制力があります。

　③議会からの付託による地方自治法第98条に基づく検査
　　�　町の事務に関する書類及び計算書を検閲し、事務の管理、議決の執行及び出納の検査をする権限があ
ります。

○審査権
　　�　議会の予備的審査機関として、議案や陳情等を審査する権限です。常任委員会は、条例で定められた

それぞれの所管の議案陳情等については、当然に固有の権限として審査権を有します。
　（議長は、請願文書表の配布とともに、請願を所管の常任委員会又は議会運営委員会に付託します。）
　�　　審査とは「議案、陳情等の内容をよく検討して、可決すべきものであるか、それとも修正可決、否決いずれ
　がよいか、また、採択すべきものか、不採択とすべきものか、いずれがよいかについて」結論を出すことです。

広
報
公
聴

広
報
公
聴

　
常
任
委
員
会

　
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

そ
の
他

そ
の
他

委
員
長　
　

佐
藤　
　

仁

副
委
員
長　
　

佐
藤　
　

大

委　

員　
　

菅
野
邦
比
克

委　

員　
　

古
澤　

俊
一

委　

員　
　

飯
野　

幹
夫

委
員
長　
　

荒
木　

俊
夫

副
委
員
長　
　

大
泉　

奈
美

委　

員　
　

佐
藤　

耕
二

委　

員　
　

佐
藤　

光
康

委
員
長　
　

飯
野　

幹
夫

副
委
員
長　
　

大
泉　

奈
美

委　

員　
　

佐
藤　
　

仁

委　

員　
　

佐
藤　
　

大

　

議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
事
項
を

担
当
し
ま
す
。

・
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

・
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会

　

条
例
等
に
関
す
る
事
項

・
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

産
業
建
設

産
業
建
設

　
常
任
委
員
会

　
常
任
委
員
会

総
務
厚
生

総
務
厚
生

　
常
任
委
員
会

　
常
任
委
員
会

　

総
務
課
、
企
画
財
政
課
、
つ

な
ぐ
課
、
町
民
税
務
課
、
会
計

室
、
健
康
福
祉
課
、
町
立
病
院

及
び
ま
な
ぶ
課
等
に
関
す
る
事

務
事
業
を
所
管
し
ま
す
。

　

み
ど
り
共
創
課
、
か
せ
ぐ

課
、
観
光
課
、
建
設
水
道
課
、

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
事

務
事
業
を
所
管
し
ま
す
。

　

議
会
の
活
動
を
町
民
の
皆

さ
ん
へ
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

ご
質
問
や
ご
意
見
な
ど
を
お

聞
き
し
、
お
答
え
す
る
仕
事

を
担
当
し
ま
す
。

西
村
山
広
域
行
政

　
　

事
務
組
合
議
会
議
員

　

菅
野
邦
比
克　

大
泉　

奈
美

　

佐
藤　
　

大

※
令
和
９
年
４
月
30
日
ま
で

西
川
町
林
業
活
性
化
議
員
連
盟

　
　
　

会　

長　

菅
野
邦
比
克

　
　
　

副
会
長　

佐
藤　

耕
二

　
　
　

幹
事
長　

佐
藤　
　

仁

　
　
　

幹　

事　

大
泉　

奈
美

　
　
　

幹　

事　

佐
藤　

光
康

　
　
　

幹　

事　

飯
野　

幹
夫

　
　
　

幹　

事　

佐
藤　
　

大

　
　
　

監　

事　

荒
木　

俊
夫

※
令
和
９
年
４
月
30
日
ま
で

西
川
町
道
路
整
備
促
進
協
議
会

　
　
　
　

（
議
会
選
出
委
員
）

　

菅
野
邦
比
克　

佐
藤　

耕
二

　

佐
藤　
　

仁　

荒
木　

俊
夫

※
令
和
８
年
度
末
ま
で

西
川
町
町
有
林
運
営
委
員
会
委
員

　
　

継
続
（
議
会
選
出
委
員
）

　

菅
野
邦
比
克　

佐
藤　
　

仁

　

大
泉　

奈
美　

飯
野　

幹
夫

※
令
和
９
年
４
月
30
日
ま
で

当
選　

佐
藤　

耕
二
７
票

　
※�

任
期
は
令
和
７
年
５
月
９
日
か
ら

令
和
９
年
４
月
30
日
ま
で

　

常
任
委
員
会
と
議
会
運
営

委
員
会
の
委
員
は
議
長
の
指

名
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

※�

そ
の
他
の
委
員
等
も
含
め
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
委
員

副
議
長
選
挙

副議長　佐藤耕二

新体制紹介

委
員
長　
　

佐
藤　

光
康

副
委
員
長　
　

荒
木　

俊
夫

委　

員　
　

佐
藤　
　

仁

委　

員　
　

飯
野　

幹
夫

　

浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま

す
が
、
議
会
議
長
の
補
佐
役
と

し
て
、
議
会
の
活
性
化
と
町
民

に
分
か
り
や
す
い
開
か
れ
た
議

会
、
風
通
し
の
良
い
議
会
を
目

指
し
て
公
正
な
立
場
で
誠
実
に

努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
２
年
間
は
非
常
に

大
事
な
、
大
切
な
議
会
活
動
と

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
皆
さ
ん

の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

改選
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１
コ
マ

１
コ
マ

発
行

／
山

形
県

西
村

山
郡

西
川

町
議

会
　

編
集

／
広

報
公

聴
常

任
委

員
会

　
　

　
　

〒
990-0792　

山
形

県
西

村
山

郡
西

川
町

大
字

海
味

510　
TEL 0237-74-5055　

FAX 0237-74-2601　
印

刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

令
和

７
年

７
月

15日
発

行
133号

編
　後
　集
　記

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　

長　
　

菅
野
邦
比
克

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　
　

飯
野　

幹
夫

　

副
委
員
長　

大
泉　

奈
美

　

委　

員　
　

佐
藤　
　

仁

　

委　

員　
　

佐
藤　
　

大

　

残
雪
が
多
い
春
を
迎
え
、
天
候

も
安
定
し
な
い
日
が
続
き
、
農
作

業
も
進
ま
ず
、
農
作
物
の
生
育
が

悪
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

米
を
は
じ
め
食
料
品
の
高
騰
も
続

い
て
お
り
、
一
日
で
も
早
く
適
正

価
格
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。　

　

広
報
公
聴
常
任
委
員
会
も
新
メ

ン
バ
ー
と
な
り
、
よ
り
一
層
わ
か

り
や
す
い
内
容
で
議
会
だ
よ
り
を

お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
高
温

化
が
進
み
、
予
想
で
き
な
い
天
候

で
す
が
、
水
分
補
給
な
ど
健
康
管

理
に
は
十
分
注
意
し
て
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

       �

（
飯
野　

幹
夫
）

わたしたちわたしたちののすっだいこと!すっだいこと!

　

今
年
は
、『
持
続
可
能
な
活
動
』
を
目
標

に
周
り
の
方
々
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、
ワ
ク
ワ

ク
す
る
居
心
地
の
良
い
居
場
所
づ
く
り
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
か

　

ケ
ー
キ
の
日
を
設
け
た
事
で
、
ケ
ー
キ

作
り
に
必
要
な
ミ
キ
サ
ー
と
フ
ー
ド
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー
を
購
入
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
吉
川
地
区
「
菓
子
舗
わ
か
つ
き
」

さ
ん
店
舗
前
に
、
西
山
杉
製
ベ
ン
チ
を
作

成
し
て
設
置
い
た
し
ま
す
。
語
ら
い
の
場

を
広
め
て
行
き
た
い
で
す
。

議
会
だ
よ
り
は
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か

　

毎
号
読
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
疑
問

や
予
算
の
事
な
ど
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

と
て
も
見
や
す
く
感
じ
て
い
ま
す
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
町
議
会
で
あ
って
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

　

皆
ん
な
で
集
ま
っ
て
『
笑
っ
て
み
っ
ぺ
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
自
分
た
ち
の
居
場
所
は
自

分
で
作
る
。
五
年
十
年
後
こ
の
大
好
き
な
西

川
町
で
楽
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
行
く

た
め
に
、
誰
か
が
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
の
で

は
な
く
、
自
分
た
ち
で
居
心
地
の
良
い
居
場

所
づ
く
り
を
し
よ
う
、
広
め
て
行
こ
う
と
仲

間
が
集
ま
り
立
ち
上
げ
て
か
ら
、
三
年
目
と

な
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
『
い
き
い
き
お
茶

の
み
会
』
活
動
支
援
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
笑
う
部
え
カ
フ
ェ
に
お

い
て
月
一
回
の
「
ケ
ー
キ
の
日
」
を
設
け
、

手
作
り
ケ
ー
キ
に
、
和
子
婆
ち
ゃ
ん
の
季
節

の
煮
物
や
漬
物
を
提
供
し
賑
や
か
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　

居
場
所
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
年
三
回
開
催
し
、
な
だ

巻
き
作
り
や
百
均
ア
レ
ン
ジ
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り
な
ど
、
郷
土
料
理
の
継
承
や
興

味
の
あ
る
題
材
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
地
区

を
越
え
老
若
男
女
問
わ
ず
交
流
の
輪
が
広

が
り
大
変
嬉
し
く
思
って
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
ま
ち
づ
く
り
団
体
活
動

補
助
金
交
付
団
体
紹
介

　
　

笑
う
部
え

代
表　

佐
藤  
順
子
さ
ん
（
海
味
）

　

今
年
は
、
一
年
生
3
名
が
メ
ン
バ
ー

に
加
わ
り
、
部
員
12
名
と
な
り
ま
し
た
。

少
人
数
と
は
思
え
な
い
迫
力
あ
る
素
晴

ら
し
い
演
奏
で
、
観
客
か
ら
の
盛
大
な

拍
手
に
応
え
て
、
ア
ン
コ
ー
ル
曲 

2
曲

を
演
奏
す
る
盛
り
上
が
っ
た
演
奏
会
で

し
た
。

表
紙

　
　か
ら

▲クリスマスリース作り


